
農家と地域住民で地域を巡り、老朽化が進んだ施設や危険個所を記した現状点検マップを作成し、
マップをもとに対策方法を検討の上、施設の維持補修や農道の整備、獣害防止柵の設置等を地区
共同で取り組んでいます。

惣代地区農空間保全協議会
～農空間づくりプランに基づいた多様な参画による地域活性化～

大阪府の南東部に位置する河内長野市の惣代地区では、都市化の進行、農村の混住化や農家の

減少・高齢化などにより生まれ育った里山環境を次世代に残すにあたり、個人での活動に限界を感じ
ていました。
また、農地の遊休化や農道・水路等の老朽化が進み、その維持管理が課題となっていました。

本地区では、生まれ育った里山環境を次世代に残すため、農家と地域住民等で組織する「惣代地
区農空間保全協議会」を設立し、大阪府の指導の下、地域の目指すべき将来像やその実現方策をと
りまとめた「農空間づくりプラン」を策定しました。
本協議会では、同プランに基づき、農道や水路等の施設補修や企業や都市住民、大学等と連携し

た農業体験や農産物の６次産業化に取り組み、地域の活性化を図っています。

【問い合わせ先】大阪府 環境農林水産部 農政室 整備課 計画指導グループ
電話番号：０６－６２１０－９６００ＦＡＸ：０６－６２１０－９５９９

高野山大学と連携した
地域体験学習

小学校の農作業体験学習 南海電車との連携による
小麦づくり体験（チラシ）

協議会で作成した
手づくり現況点検マップ

取組概要

取組状況

地域の課題

小学校や大学と連携した地域体験学習、鉄道会社と連携した小麦栽培とパン作り体験を開催し、
都市農村交流等にも取り組んでいます。

生活道路の草刈り獣害防止柵の設置


